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11 確率変数と確率分布
　試行の結果によって値が決まり，各値をとる確率が定まっている変数を
❶ という。❶ のとり得る値とその値をとる確率

との対応を ❷ といい，❶ はその

❷ に従うという。

　確率変数Xについて，X＝aとなる確率をP（X＝a），a≦X≦bとなる確率
をP（a≦X≦b）で表す。
　確率変数Xのとり得る値が x1，x2，…，xnで，各値をとる確率が
P（X＝xi）＝pi（i＝1，2，…，n）であるとき，次が成り立つ。

　　0≦pi≦1 （i＝1，2，…，n），p1＋p2＋……＋pn＝
n

¸
i＝1

pi＝1

例 2枚の硬貨を投げるとき，表の出る枚数をXとすると，Xは確率変数で
ある。Xのとり得る値は 0，1，2 である。

P（X＝0）＝ 1
4
，P（X＝1）＝

❸
，P（X＝2）＝

❹
であるから，

Xの確率分布を表で表すと，右のよ
うになる。

22 確率変数の期待値
　確率変数Xが右の表に示された確率分布に従
うとき

　　x1p1＋x2p2＋……＋xnpn＝
n

¸
i＝1

xipi

を確率変数Xの ❺ といい，E（X）で表す。

例 n個の数 x1，x2，…，xnが書かれたカードがそれぞれ，f1，f2，…，fn

枚あり，
n

¸
i＝1

fi＝Nであるとする。

　このN枚から 1枚取り出し，そのカードに書かれている数をXとすると，
Xは確率変数である。

P（X＝xi）＝ fi
N
であるから，Xの期待値E（X）は

　　E（X）＝
n

¸
i＝1

xi・fi
N
＝ 1

N

n

¸
i＝1

xi fi＝
1
N
（x1f1＋x2f2＋……＋xnfn）

である。これは，変量としてみた平均値 xと一致している。

確率変数は大文字X，
Yなどで表すことが多い。

確率分布を単に分布と
もいう。

X 0 1 2 計

P
1
4

❸ ❹
1

X x1 x2 …… xn 計
P p1 p2 …… pn 1

Xの平均ともいう。

カードに書かれた数を
変量と考えると，度数の分
布は次のようになる。

x x1 x2 …… xn 計
度数 f1 f2 …… fn N

xiの相対度数は fi
N

解答 ❶　確率変数　　❷　確率分布　　❸ 1
2 ( 2

4 )　　❹
1
4
　　❺　期待値

基　  礎　  学　  習

統計的な推測⑴　確率分布と期待値・分散第第77講

¸
i＝1

p

をXと
る。

❸

で表す

率変
Xが

……
1

i pi

1

XSa
mp
lee

Xは確率変数では確率変数で

X＝2）＝
❹

mp
であるからであるか ，

よ

SaSa待値
示された確率分布示された確

mmmmmppmpmmmmppamammm
XX 0 1 20 1

PPm14 ❸❸mp❹❹p
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　さいころを 1回投げるとき，出る目を 4で割った余りをXとする。Xの
確率分布を求め，表で表せ。

例題１ ［確率変数と確率分布］➡1

Xのとり得る値は，小さい順に 0， 1 ， 2 ， 3 である。

　　P（X＝0）＝ 1
6

　　P（X＝ 1 ）＝ 4

　　P（X＝ 2 ）＝ 5

　　P（X＝ 3 ）＝ 6

であるから，Xの確率分布は次の表のようになる。
　　

類題１ 500円硬貨，100円硬貨を 1枚ずつ投げるとき，表の出た硬貨の金額
の和をX円とする。Xの確率分布を求め，表で表せ。

　ジョーカーを除いた52枚のトランプから 1枚を引くとき，Aならば500円，
絵札（J，Q，K）ならば100円， 5以上10以下のカードならば50円もらえる。
もらえる金額をX円とするとき，Xの期待値を求めよ。

例題２ ［確率変数の期待値］➡2

Xの確率分布は次の表のようになる。

　　
X 0 50 100 500 計

P
7

  
8

  
9

  
10

 1

　したがって，期待値E（X）は

　　E（X）＝0×
7

＋50×
8

＋100×
9

＋500×
10

＝
11

類題２ 1000本のくじの中に 1等100万円が 1本， 2等 5万円が 2本， 3等 1

万円が10本の当たりくじがある。このくじを 1本引くときの賞金をX円とす
るとき，Xの期待値を求めよ。

X＝0 となるのは 4の
目が出るとき

　よって　P（X＝0）＝ 1
6

X 0 1 2 3 計

P
1
6

4 5 6
1

例題１の答

1 1 2 2 3 3

4 1
3 （ 2

6）
5 1

3 （ 2
6） 6 1

6

52枚の中に，Aは 4枚，
絵札は12枚， 5以上10以下
のカードは 6×4＝24（枚）
含まれている。

例題２の答

7 12
52 （ 3

13）
8 24

52 （ 6
13）

9 12
52 （ 3

13）
10 4

52 （ 1
13）

11 1100
13

とき
カード

待値を

ー
K）
をX

円硬貨
る。X

２

の表のよう

１

2

4 1

Sa
mp
lee

ずつ投げるときげるとき，表の出た硬貨の金額表の出た硬
布を求め，表で表せ。表で表せ。

22枚のトランプから枚のトランプか 1枚
00円円，， 55以上以 10以
とき，X

aSaの期待値］ 2

eee



64

33 確率変数の分散，標準偏差
　変量xについてのデータが右の度数分布表
によって表されるとき，このデータから 1つ
の値を取り出したときの値をXとする。xiの

相対度数 fi
N
は X＝xiとなる確率P（X＝xi）に等しいから，xの平均値

x＝ 1
N

n

¸
i＝1

❶ とXの期待値 E（X）＝
n

¸
i＝1

xi
fi
N
は一致する。

　変量xの散らばり具合を分散，標準偏差で表したように，確率変数Xにつ
いてもその値の散らばりやすさとして分散，標準偏差を考える。

Xが右の表に表された確率分布に従うとき，
E（X）＝mとすると，（X－m）2も確率変数である。
　この（X－m）2の期待値E（（X－m）2）を確率変

数Xの ❷ といい，V（X）で表す。V（X）の正の平方根 V（X）を確率変

数Xの ❸ といい，v（X）で表す。

　　V（X）＝E（（X－m）2）＝
n

¸
i＝1
（xi－m）2pi

　　v（X）＝ V（X）＝
n

¸
i＝1
（xi－m）2pi

V（X）について，V（X）＝E（X 2）－m2が成り立つ。
例　硬貨を 2回投げるとき，表の出る回数X

の確率分布は右の表のようになるから，期
待値mは

　　m＝E（X）＝0× 1
4
＋1×

❹
＋2× 1

4
＝ ❺

　　V（X）＝E（（X－m）2）

＝（❻ ）2× 1
4
＋ ❼

2

×
❹

＋ ❽
2

× 1
4

＝
❾

　　v（X）＝ ❾
  ＝ 2

2

44 確率変数の変換
　確率変数Xに対して，a≠0 のとき aX＋bも確率変数である。
X＝xiのとき aX＋b＝axi＋bであるから，P（aX＋b＝axi＋b）＝P（X＝xi）
　確率変数 aX＋bの期待値，分散，標準偏差について，次の式が成り立つ。
　　E（aX＋b）＝aE（X）＋b

　　V（aX＋b）＝a2V（X），v（aX＋b）＝│a│v（X）

x x1 x2 …… xn 計
度数 f1 f2 …… fn N

X x1 x2 …… xn 計
P p1 p2 …… pn 1 v はギリシャ文字 ̧

（シグマ）の小文字。

V（X）＝
n

¸
i＝1
（xi－m）2pi

＝
n

¸
i＝1
（xi

2pi－2mxipi＋m2pi）

＝
n

¸
i＝1

xi
2pi－2m

n

¸
i＝1

xipi

＋m2
n

¸
i＝1

pi

＝E（X 2）－2m・m＋m2

＝E（X 2）－m2
X 0 1 2 計

P
1
4

❹ 1
4

1

V（X）
＝E（X 2）－m2

＝02× 1
4
＋12× 1

2

＋22× 1
4
－12

＝ 1
2

Xに対して aX＋b を
考えることを，確率変数の
変換という。
変量xの変換と同様の

性質が成り立つ。

解答 ❶ xifi ❷　分散　 ❸　標準偏差　 ❹ 1
2 ( 2

4 ) ❺ 1 ❻ －1 ❼ 0 ❽ 1 ❾ 1
2

↓

x x1 …… xn 計
度数 f1 …… fn N

相対度数 f1

N
…… fn

N
1

X x1 …… xn 計
P p1 …… pn 1

確率変

）－
き，表

の表のよ

＝

）＝

（❻ ×
❹

（xi

－

）－2

＝E（X（

Sa
mp
lee立つ。

数X

から，期期

× S
11
44
＋1××

❹

Sa＋＋22×× 1
4
＝ ❺
m

）2）

× 11
4
＋ ❼S
mpm
l

mmpmmppmmmpmp
lpllmmmm

XX 0 1 20 1 計

PPm1
4

❹❹mp
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　右の表に表される確率分布に従う確率変
数Xの期待値，分散，標準偏差を求めよ。

X 1 2 3 4 計

P
4
10

3
10

2
10

1
10

1

例題３ ［確率変数の分散，標準偏差］➡3

E（X）＝1× 4
10
＋2× 3

10
＋3× 2

10
＋4× 1

10
＝ 1

V（X）＝E（（X－ 1 ）2）
＝（ 2 ）2× 4

10
＋ 3

2

× 3
10
＋ 4

2

× 2
10
＋ 5

2

× 1
10

＝ 6 　　　v（X）＝ V（X）＝ 7

（別解） V（X）＝E（X 2）－ 1
2

＝12× 4
10
＋22× 3

10
＋32× 2

10
＋42× 1

10
－ 1

2

＝ 8

類題３　右の表に表される確率分布に従う確
率変数Xの期待値，分散，標準偏差を求めよ。

　さいころを 1回投げて，出る目をXとする。このとき，確率変数
Y＝2X－3 について，E（Y），V（Y），v（Y）をそれぞれ求めよ。

例題４ ［確率変数の変換］➡4

Xの確率分布は，右の表のように表さ
れる。

　　E（X）＝1× 1
6
＋2× 1

6
＋3× 1

6
＋4× 1

6
＋5× 1

6
＋6× 1

6
＝

9

　　V（X）＝E（X 2）－（ 9 ）
2

＝12× 1
6
＋22× 1

6
＋32× 1

6
＋42× 1

6
＋52× 1

6
＋62× 1

6
－（ 9 ）

2

＝
10

　　v（X）＝ V（X）＝
11

　よって，E（Y）＝2E（X）－ 12 ＝ 13

　　V（Y）＝ 14 V（X）＝
15

，v（Y）＝2v（X）＝
16

類題４ 1からnまでの数が書かれたカードが 1枚ずつあり，この中から 1

枚を引いたときにカードに書かれた数をXとする。このとき，確率変数
Y＝3X＋2，Z＝－6X＋5 について，E（Y），V（Y），v（Y），E（Z），V（Z），
v（Z）をそれぞれ求めよ。

m＝E(X)とすると
　　V（X）
＝E（（X－m）2）

＝
n

¸
i＝1
（xi－m）2pi ……①

　　V（X）
＝E（X 2）－m2

＝
n

¸
i＝1

xi
2pi－m2　……②

　問題に応じて，①，②式
のうち計算しやすい方を使
う。X－mが整数とならな
い場合は②の方がよいこと
が多い。

例題３の答

1 2 2 －1 3 0

4 1 5 2 6 1

7 1 8 1

X 0 1 2 3 計

P
3
10

2
10

3
10

2
10

1

X 1 2 3 4 5 6 計

P
1
6

1
6

1
6

1
6

1
6

1
6

1

P（X＝i）＝ 1
6

（i＝1，2，…，6）

n

¸
k＝1

k2

＝ 1
6
n（n＋1）（2n＋1）

例題４の答

9 7
2

10 35
12

11 105
6

12 3

13 4 14 4 15 35
3

16 105
3

出る
，E（Y

➡4

率

×
6 6

＋5× 1

－（ ）

＝ 8

の
う。
場合
い。

例題

2

1

0

5

6
1
6

1Sa
mp
leeする。このときのとき，確率変数確率変数

，v（Y）をそれぞれ求めよ。をそれぞれ求めよ。Y

am
ple

右の表のように表さの表のように表さ

＋3× 1

eeeeeeeleeeeeeeppplplelele
3 計

10 l
33
100 le

2
10

1

maammamammmmmaXX 1 2

P
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55 同時分布
2つの確率変数 X，Yのとり得る値がそ

れぞれ x1，x2，…，xmと y1，y2，…，ynで，
P（X＝xi，Y＝yj）＝pijとする。このとき，
組（xi，yj）とpijの対応をX，Yの同時分布
という。

　　
n

¸
j＝1

pij＝pi＝P（X＝xi），

　　
m

¸
i＝1

pij＝qj＝P（Y＝yj）

である。
例　さいころを 1回投げる試行について，次のように値が定まる確率変数X，
Yを考える。
　　出た目が偶数のとき X＝1，奇数のとき X＝0

　　出た目が 3の倍数のとき Y＝1， 3の倍数でないとき Y＝0

X＝0 かつ Y＝0 となるのは， 1または 5が出るときであるから

　　P（X＝0，Y＝0）＝ 2
6

　同様にして

　　P（X＝0，Y＝1）＝
❶

　　P（X＝1，Y＝0）＝
❷

　　P（X＝1，Y＝1）＝ 1
6

であり，X，Yの同時分布は右の表の
ようになる。

66 確率変数の和と期待値
　確率変数X，Yについて，
　　E（X＋Y）＝E（X）＋E（Y）
が成り立つ。
例　確率変数  X，Yが右の表に表された同時分布に
従うとき
　　E（X＋Y）
＝（x1＋y1）p11＋（x1＋y2）p12＋（x2＋y1）p21＋（x2＋y2）p22

＝x1（p11＋p12）＋x2（p21＋p22）＋y1（p11＋p21）＋y2（p12＋p22）
＝x1p1＋x2p2＋y1q1＋y2q2

＝E（X）＋E（Y）

Y
X y1 y2 …… yn 計

x1 p11 p12 …… p1n p1

x2 p21 p22 …… p2n p2

…
… ………………… …

…
xm pm1 pm2 …… pmn pm

計 q1 q2 …… qn 1

P（X＝xi，Y＝yj）は
X＝xi かつ Y＝yj となる確
率を表す。

3つの確率変数X，Y，
Zについて

P（X＝xi，Y＝yj，Z＝zk）
＝pijkとして，X，Y，Zの
同時分布を考えることがで
きるが，表で対応を示すこ
とはできない。

Y
X 0 1 計

0
2
6

❶ 1
2

1  
❷ 1

6
1
2

計
❸

  
❹

 1

Y
X y1 y2 計

x1 p11 p12 p1

x2 p21 p22 p2

計 q1 q2 1

確率変数 X，Y，Zに
ついて，X＋Yも確率変数
であるから，
　　E（X＋Y＋Z）
＝E（（X+Y）＋Z）
＝E（X+Y）＋E（Z）
＝E（X）＋E（Y）＋E（Z）
P（X＝xi，Y＝yj）＝pij

のとき，P（X＝xi）＝pi，
P（Y＝yj）＝qjとおくと
　　E（X＋Y）

＝
n

¸
i＝1

m

¸
j＝1
（xi＋yj）pij

＝
n

¸
i＝1

m

¸
j＝1

xipij＋
n

¸
i＝1

m

¸
j＝1

yjpij

＝
n

¸
i＝1

xi（ m

¸
j＝1

pij）
＋

m

¸
j＝1

yj（ n

¸
i＝1

pij）
＝

n

¸
i＝1

xipi＋
m

¸
j＝1

yjqj

＝E（X）＋E（Y）

長方形状の配列（値を
並べたもの）で，第i行，
第j列の要素をaijで表す。

a11 a1n

第i行

am1 amn

aij

第j列

解答 ❶ 1
6
　　❷ 2

6 ( 1
3 )　　❸

2
3
　　❹ 1

3

0）＝
❷

X＝1

なる

数の
Yに

X） Y）Y

あるか
pijk

時分
が

な

X

確率
つ

Sa
mp
lee

S
66

同時分布は右の表の時分布は右の表SS
lepmp
lelele

mammm
lelee

mp
le

m
e

amama

11 計計

0
2
6

❶❶plee1121  1  
❷mpmp116計計
❸❸m
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　赤球 3個，白球 2個が入った袋から球を 1個取り出し，それをもとに戻
さずに続けてもう 2個を同時に取り出す。
　確率変数  X，Yをそれぞれ 1回目に取り出した赤球の個数， 2回目に取
り出した白球の個数とするとき，次の問いに答えよ。
⑴　XとYの同時分布を求め，表で表せ。
⑵　E（X），E（Y）を求めよ。
⑶　X＋Yの確率分布を求め，表で表せ。
⑷　E（X＋Y）を求め，E（X）＋E（Y）と等しいことを示せ。

例題５ ［同時分布，確率変数の和と期待値］➡5, 6

⑴　X，Yのとり得る値はそれぞれ 0，1 と 0，1，2 であり，XとYの同時
分布は次の表のようになる。

　　

⑵　E（X）＝0×
2

＋1× 3
5
＝ 3

5

E（Y）＝0×
5

＋1×
6

＋2×
7

＝
8

⑶　X＋Yのとり得る値は 0，1，2，3 である。
　⑴の同時分布の表より，X＋Yの確率分布は次の表のようになる。

⑷　⑶より

　　E（X＋Y）＝0× 1
5
＋1×

9
＋2× 2

5
＋3×

10
＝
11

　また⑵より，E（X）＋E（Y）＝ 3
5
＋

8
＝
12

　よって，E（X＋Y）＝E（X）＋E（Y）が成り立つ。

類題５　赤球 4個，白球 2個が入った袋から球を 1個取り出し，それをもと
に戻さずに続けてもう 1個取り出す。 1回目に取り出した赤球の個数をX個，
2回目に取り出した白球の個数をY個とする。E（X＋Y）を求めよ。

X＝0，Y＝0 は 1回目
に白球 1個， 2回目に赤球
2個を取り出す事象である
から，
　　P（X＝0，Y＝0）

＝ 2
5
・3C2

4C2
＝ 1

5

X＝0，Y＝1 は 1回目に
白球 1個， 2回目に赤球 1

個，白球 1個を取り出す事
象，X＝0，Y＝2 は 1回目
に白球 1個， 2回目に白球
2個を取り出す事象でこれ
は起こらない。以下同様に
対応する事象を考えて，確
率を計算する。

Y
X 0 1 2 計

0
1
5

1
 0  

2

1  
3 2

5

4 3
5

計
5

  
6

  
7

 1

P（X＋Y＝2）
＝P（X＝0，Y＝2）

＋P（X＝1，Y＝1）

＝0＋ 2
5
＝ 2

5

X＋Y 0 1 2 3 計

P
1
5

9 2
5

10
 1

例題５の答

1 1
5

2 2
5

3 1
10

4 1
10

5 3
10

6 3
5

7 1
10

8 4
5

9 3
10

10 1
10

11 7
5

12 7
5

次の表
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SaSa
＋＋22××m7m＝mm

値は値は 0 0，，11，22，3 3である。であ
り，XX＋＋YYの確率分

白白
個

mm
SS2
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確　 認　 問　 題
1個のさいころを投げるとき，出た目の正の約数の個数をX個とする。Xの確率分布を求め，表で表せ。

例題１

赤球 3個と白球 2個が入った袋がある。この袋から同時に球を 2個取り出すとき，その中に含まれる赤
球の個数をX個とする。Xの期待値を求めよ。 例題２

右の表に表される確率分布に従う確率変数Xの期待値，分散，標準
偏差を求めよ。 例題３

3つの面に 1が， 2つの面に 3が， 1つの面に 5が書かれた立方体のさいころがある。このさいころを

1回投げて，出た数をXとする。このとき，確率変数 Y＝6X－5，Z＝－ 1
3
X＋1 について，E（Y），V（Y），

v（Y），E（Z），V（Z），v（Z）をそれぞれ求めよ。 例題４

赤球 1個と白球 3個入った袋Aと，赤球 2個と白球 1個入った袋Bから，同時に球を 1個ずつ取り出す。
袋Aから取り出された赤球の個数をX個，袋Bから取り出された赤球の個数をY個とするとき，E（X＋Y）
を求めよ。 例題５

1

2

3 X 0 1 2 3 4 計

P
2
12

1
12

2
12

3
12

4
12

1

4

5

値，分

1が

て

Z）

さいこ

5，Z

例題４

2

2

Sa
mp
le

面に 3がが，， 11つの面につの面 55が書かれた立方が書かれた立

をXXとする。このときとする。このとき，，確率変数確率 Y

vv（（ZZ）をそれぞれ求めよ。）をそれぞれ求

eeeeeeee
X

Pe121
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基　 本　 問　 題基　 本　 問　 題
　硬貨を 5回投げて表の出る回数Xの確率分布を表で表せ。

　赤球 3個と白球 4個の入っている袋から球を 3個同時に取り出すとき，取り出した赤球の個数と白球の
個数の差Xの確率分布を求め，表で表せ。

　さいころを 2回投げるとき，出た目の差Xの期待値を求めよ。

50円硬貨 3枚と100円硬貨 2枚を同時に投げ，表が出た硬貨の金額の和をX円とするとき，Xの期待値
を求めよ。

　確率変数X，Yはとる値がともに－1， 1であり
　　P（X＝－1，Y＝－1）＝a，P（X＝－1，Y＝1）＝b

　　P（X＝1，Y＝－1）＝2b，P（X＝1，Y＝1）＝a

であるとする。V（X＋Y）＝3 のとき，a，bの値を求めよ。

1

2

3

4

5

目の差

3枚 表が出Sa
mp
le値を求めよ。めよ。

硬貨貨 22枚を同時に枚を
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　袋の中に， 1から10の整数のうち 1つが書かれたカードが入っており，nが書かれたカードはn枚
（n＝1，2，…，10）である。この袋からカードを 1枚取り出すとき，取り出したカードに書かれている数
をXとする。Xの期待値，分散を求めよ。

　右の表に表される確率分布に従う確率変数Xについて，次
の問いに答えよ。

⑴　Y＝ X－28
7

とおくとき，E（Y），V（Y）を求めよ。

⑵　E（X），V（X）を求めよ。

　確率変数Xのとり得る値は 0，1，2 であり，E（X）＝ 1
2
，V（X）＝ 1

2
である。このとき，Xの確率分布

を求め，表で表せ。

A，Bがゲームを繰り返し行い優勝を争う。 1回のゲームでA，Bが勝つ確率は等しくともに 1
2
であり，

先に 4勝した方を優勝とする。優勝が決まるまでの試合数をX試合とするとき，Xの期待値を求めよ。

　赤球 2個と白球 4個が入った袋から同時に球を 3個取り出すとき，次の問いに答えよ。
⑴　取り出した赤球の個数をX個とするとき，E（X），V（X）を求めよ。
⑵　取り出した白球の個数をY個とするとき，E（Y），V（Y）を求めよ。

6

7 X 7 14 21 28 35 42 49 計

P
1
10

1
10

1
5

1
5

1
5

1
10

1
10

1

8

9

10

あり X

ゲー ゲーム

方を優勝とする。優勝が決まるまでのSa
mp
le2

，V（X（ ））＝＝le12 である。こである。こ

り返し行い優勝を争う。返し行い優勝を争

する。優勝が決する。優
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応　 用　 問　 題
　袋の中に赤球 2個と白球（n－2）個（n≧3）が入っている。袋から球を 1個ずつ続けて取り出していき，
初めて赤球が出るまでの回数をX回とするとき，Xの期待値，分散を求めよ。

　硬貨をn回投げ，表が出た回数をk回として X＝3kとする。E（X），V（X）を求めよ。

5人がプレゼントを持ち寄って，くじ引きでプレゼント交換をする。自分のプレゼントが当たってしま
った人数をX人とするとき，Xの期待値を求めよ。

　赤球 2個と白球 3個が入った袋から，続けて 3個の球を取り出す。 1回目に取り出した球が赤球のとき
は 3点， 2回目に取り出した球が赤球のときは 2点， 3回目に取り出した球が赤球のときは 1点がもらえ
る。このとき， 3回の得点の合計Xの期待値を求めよ。

0から 5までの整数が書かれた 6個の球が入っている袋から，球を 3個同時に取り出す。取り出した球
に書かれた整数の最大値をXとするとき，Xの期待値，標準偏差を求めよ。

2個のさいころを同時に投げて，出た目をX，Y（X≦Y）とする。E（X 2＋Y 2）を求めよ。

1

2

3

4

5

6

換をする。自分のプレゼン

3個が 取り出
回目に取 た球が
とき

整数が書かれた 6

大値をXと

Sa
mp
le

から，続けて続けて 33個の球を取り出す。個の球を取り出 1

た球が赤球のときは赤球のときは 2点点，， 3回目に取回目に取
得点の合計得点の合計XXの期待値を求めよ。の期待値を求めよ


